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〔小中宿〕

歴
史
と
文
化
の
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
市
。

市
内
に
は
、
優
れ
た
風
土
に
培
わ
れ
た
遺
跡
や
文

化
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

古
代
を
彩
る
数
々
の
古
墳
や
神
社
。
中
世
か
ら
近
世

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
佐
竹
氏
や
水
戸
徳
川
家
関
連

の
史
跡
…
。

長
い
歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
遺
産
は
私

た
ち
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
貴
重
な
財
産
で
す
。

将
来
を
展
望
し
創
造
し
て
い
く
た
め
に
も
、
郷
土
の
歴
史

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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歴
史
の
丘
を
歩
く

　
天
仁
２
年
（
１
１
０
９
）、
藤
原
通
延
が

こ
の
馬
の
背
状
の
台
地
に
城
を
築
い
て
以
来
、

慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
に
佐
竹
義
宣
が
秋

田
に
国
替
え
に
な
る
ま
で
の
約
５
０
０
年
間
、

太
田
城
（
舞
鶴
城
）
は
こ
の
地
方
の
中
心
と

し
て
存
在
し
ま
し
た
。
現
在
の
太
田
小
付
近

が
本
丸
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

当
時
を
偲
ば
せ
る
建
造
物
等
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
中
城
町
、
内
堀
町
、
馬
場
町
な
ど

の
地
名
が
城
下
町
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

鯨
ケ
丘

馬
坂
城
・
佐
竹
寺

そ
の
姿
が
海
に
浮
か
ぶ
鯨
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
か
ら
か

そ
の
名
が
つ
い
た
鯨
ケ
丘
。
佐
竹
氏
発
祥
の
地
・
天
神
林
。
二
つ
の
丘

に
は
今
も
歴
史
が
息
づ
い
て
い
る
。

　
佐
竹
氏
国
替
え
後
は
、
水
戸
藩
内
の
有
力

な
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
領
内
北
部
地
方
か
ら
の
物
資
の
集

散
地
と
し
て
繁
栄
。
東
町
・
西
町
・
内
堀
町

な
ど
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、
道
路
に
面
し

て
間
口
が
狭
く
、
奥
行
の
長
い
屋
敷
割
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
町
と
西
町
を
結
ぶ

横
丁
は
、
塩
横
町
と
か
肴

さ
か
な

町ま
ち

と
よ
ば
れ
、
各

種
の
問
屋
が
集
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
の
初
め
に
か
け
て
は
葉
煙
草
を

取
引
す
る
問
屋
な
ど
で
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
、
東
通
り
・

西
通
り
を
中
心
に
大
規
模
な
呉
服
店
や
銀
行

が
立
ち
並
び
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
今
も

土
蔵
づ
く
り
や

町
屋
づ
く
り
の

古
い
建
物
が
残

さ
れ
、
伝
統
的

な
町
並
み
の
景

観
は
、
訪
れ
る

人
を
癒
し
、
懐

か
し
い
気
持
ち

を
呼
び
起
こ
し

㊨下井戸坂と㊧下井水神宮。七井
のひとつ「下井」はここにある。
坂の名称は井戸の名前に由来。

太田小にある舞鶴城跡の碑。佐竹氏はこ
こを拠点に全国有数の大名に飛躍した。

根道（右端）から西山を望む。
黄門様も水戸との行き帰りに
通ったという。今は鯨ケ丘トン
ネルが下を通る。

て
く
れ
ま
す
。

　
鯨
ケ
丘
に
は
、「
太
田
七な

な

井せ
い

」
と
呼
ば
れ

る
井
戸
が
散
在
し
て
い
る
ほ
か
、
台
地
の
上

と
下
を
結
ぶ
勾
配
の
き
つ
い
「
坂
」、
台
地

の
裾
を
通
る
生
活
道
路
の
「
根ね

道み
ち

」
な
ど
が

あ
り
、
町
並
み
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
竹
氏
発
祥
の
地
と
い
え
る
天
神
林
町
の

馬ま

坂さ
か

城
は
、
久
慈
川
の
低
湿
地
に
突
き
出
し

た
台
地
の
先
端
に
あ
り
ま
す
。
現
在
も
地
名

と
し
て
残
る
「
御
城
」「
間
坂
」
な
ど
の
区

佐竹寺本堂。戦国時代に兵火に
かかって本堂や古書などすべて
焼失したが、佐竹氏 18代義昭
が再興した。

居館が構えられていたと考えら
れる御城の地に「馬坂城跡」の
碑が建てられている。

鯨ケ丘の西通り。県内を代表する古い町並
みが残る。

域
を
空
堀
で
分
断
し
て
曲
輪
を
設
け
た
平
山

城
で
す
。
天
承
元
年
（
１
１
３
１
）
に
佐
竹

氏
の
初
代
昌
義
が
移
り
住
み
、
佐
竹
氏
を
名

乗
っ
て
居
城
と
し
ま
し
た
。
三
代
隆
義
の
代

に
居
城
が
太
田
城
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
天
神
林
町
に
あ
る
佐
竹
寺
は
、
佐

竹
氏
代
々
の
祈
願
所
で
あ
り
、
本
堂
は
国
指

定
の
重
要
文
化
財
で
す
。
現
在
の
本
堂
は
16

世
紀
半
ば
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
正
面
の

火か

頭と
う

窓ま
ど

や
柱
な
ど
に
桃
山
時
代
の
建
築
の
先

駆
け
と
し
て
の
様
式
が
み
ら
れ
ま
す
。
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特 集　  歴史あふれるまち

町
屋
宿

　
町
屋
宿
は
、
太
田
か
ら
棚
倉
街
道
を
北
へ

約
２
里
（
８
㎞
）。
宿
場
町
と
し
て
古
く
か

ら
栄
え
て
き
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
９
軒
の

旅
館
が
営
業
し
、
多
く
の
商
店
や
飲
食
・
娯

楽
施
設
が
軒
を
連
ね
、
大
い
に
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。
今
も
宿
通
り
に
は
、
２
階
建
て

の
古
民
家
や
防
火
・
生
活
用
水
に
利
用
し
た

水
路
（
江
川
）
な
ど
が
残
り
、
往
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。

河
原
野
・
折
橋
・
大
中
・
小

中
・
小
妻
・
徳
田
宿

　
江
戸
時
代
、
水
戸
徳
川
家
の
代
々
の
藩
主

が
国
内
の
巡
視
の
と
き
に
立
ち
寄
り
、
休
息

を
と
っ
た
と
さ
れ
る
書
院
造
の
別
邸
が
、
天

下
野
地
区
坂
本
の
会
沢
家
邸
内
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
建
物
は
、
土
地
の
人
か
ら
「
坂
本

御
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に

取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
庭
園
の
名
残
で
あ

る
池
だ
け
が
姿
を
と
ど
め
ま
す
。
元
禄
９

年
（
１
６
９
６
）
光
圀
公
が
立
ち
寄
っ
た
際
、

お
茶
に
使
っ
た
水
を
た
い
そ
う
気
に
入
っ
た

そ
う
で
、
そ
の
水
は
　
現
在
も
湧
き
出
て
お

り
、
地
元
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

街
道
を
行
く

天
下
野
宿

　
市
内
に
お
け
る
棚
倉
街
道
の
宿
場
は
、
太

田
、
町
屋
の
ほ
か
に
、
里
美
地
区
の
南
か
ら

河か
わ

原ら

野の

、
折
橋
、
大
中
、
小
中
、
小
妻
、
徳

田
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
大
名
の
参
勤
交
代
で

も
宿
泊
や
休
憩
に
使
わ
れ
、
仙
台
藩
伊
達
家

の
１
８
０
０
人
を
超
え
る
行
列
が
、
小
中
・

小
妻
・
徳
田
の
３
宿
に
宿
泊
し
た
記
録
も

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宿
場
間
の
距
離
が
、

折
橋
か
ら
北
は
一
里
に
満
た
な
い
短
い
間
隔

と
い
う
の
も
特
徴
的
で
す
。

棚
倉
街
道 

ほ
か

棚
倉
街
道
は
、
水
戸
か
ら
太
田
を
通
り
、
里
川
に
沿
っ
て
町
屋
〜
小
中
〜

東
館
〜
棚
倉
に
至
る
、
二
十
一
里
十
七
町
（
約
84
㎞
）
の
行
程
。
奥
州
の

大
名
が
参
勤
交
代
に
利
用
し
た
こ
と
も
あ
る
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。

今も残る往時の風景。左は元旅館・福田屋。
戦争時は疎開児童も受け入れたという。軒下
を水路が流れる。

3階建ての旅籠・山城屋（大中、
大正時代）。自動車の姿もある。
『ふるさと写真帖～里美の今昔
～』から

現在の折橋宿周辺。歴史ある建
物が残る。

天下野の「道城井戸」。水戸光圀
公のお茶の水に使われた。今も
水をたたえている。

趣のある旧天下野郵便局舎

私
の
家
は
宿
通
り
に
あ
り
、
雑
貨
や
書
店

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
家
の
手
伝
い
で
小
菅

小
ま
で
自
転
車
で
た
く
さ
ん
の
教
科
書
を
配

達
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
水

路
の
水
は
野
菜
を
洗
っ
た
り
洗
濯
や
お
風
呂

に
も
利
用
し
ま
し
た
。
昭
和
19
年
の
大
火
で

街
並
み
の
多
く
が
焼
失
し
た
の
は
残
念
で
す

が
、
今
も
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
残
る
町
屋
、

そ
し
て
河
内
地
区
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

河内の文化遺産を守る会
会長

　檜山 貞人 さん
　　　　　　（町屋町）

旧町屋変電所での「行灯の赤レ
ンガと銀杏まつり」は、晩秋の
風物詩になっている。今年は 11
月 10日土・11日日に開催予定。
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西
光
寺

文
化
財
を
守
る

指
定
文
化
財
集
中
曝
涼

　

今
年
も
、
普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い

仏
像
や
絵
画
な
ど
を
、
虫
干
し
を
兼
ね
て

一
般
公
開
し
ま
す
。
め
っ
た
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
文
化
財
を
間
近
に
見
ら
れ
る

機
会
で
す
。

◇ 

と
き　

10
月
20
日
土
〜
21
日
日　

午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
一
部
午
後
４
時
）

　

＊ 

賀
美
発
電
所
は
21
日
の
み
。
荒
天
中

止
。
雨
天
の
場
合
は
一
部
公
開
制
限

◇ 

と
こ
ろ　

市
内
外
14
カ
所　

賀
美

発
電
所
（
上
深
荻
町
）、
東
金
砂
神

社
（
天
下
野
町
）、
郷ご

う
く
ら倉

・
林
業
セ
ン

タ
ー
（
東
染
町
）、
阿
弥
陀
堂
（
中
染

町
）、
正

し
ょ
う
じ
ゅ
う
じ

宗
寺
（
増
井
町
）、
郷
土
資
料

館
（
西
二
町
）、菊き

く
れ
ん
じ

蓮
寺
（
上
宮
河
内
町
）、

西さ
い
こ
う
じ

光
寺
（
下
利
員
町
）、
青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
東

連
地
町
）、
来ら
い
こ
う迎
院
（
大
里
町
）、
石
塚

珪
化
木
館
（
西
三
町
）、
甲

か
ぶ
と

神
社
（
常

陸
大
宮
市
下
町
）、
常
陸
大
宮
市
歴
史

民
俗
資
料
館
（
同
市
中
富
町
）、
阿
弥

陀
院
（
同
市
国
長
）

問
文
化
課
文
化
財
係
（
郷
土
資
料
館
内　

☎
72
‐
３
２
０
１　

月
曜
日
休
館
）

　

西さ
い

光こ
う

寺じ

は
、
明
治
時
代
に
無
住
と
な
り
、

大
正
12
年
の
火
災
で
本
堂
・
薬
師
堂
な
ど
が

焼
失
。
そ
の
際
、
本
尊
の
木
造
薬
師
如
来

坐
像
は
、
近
く
の
住
民
の
手
で
運
び
出
さ

れ
、
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
現
在
は
収
蔵
庫
内

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
造
薬
師
如
来
坐

像
は
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
、
高
さ

１
４
３
・
７
㎝
（
台
座
を
含
む
と
２
９
０
・
７

㎝
）
で
九
重
の
蓮れ
ん

華げ

座ざ

上
に
座
し
、
背
中
に

は
飛ひ

天て
ん

の
つ
く
光こ
う

背は
い

が
あ
り
ま
す
。
平
安
時

代
後
期
（
約
９
０
０
年
前
）
の
作
と
さ
れ
、

定じ
ょ
う

朝ち
ょ
う

様よ
う

と
呼
ば
れ
る
当
時
の
作
風
を
良
く

表
現
。
関
東
を
代
表
す
る
貴
重
な
仏
像
で
す
。

　

佐
竹
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
正

し
ょ
う

宗
じ
ゅ
う

寺じ

は
、

室
町
時
代
に
は
佐
竹
氏
の
保
護
の
下
、
関
東

十
刹
の
ひ
と
つ
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
佐
竹

氏
が
秋
田
へ
国
替
え
と
な
っ
た
後
も
、
歴

代
水
戸
藩
主
の
尊
崇
厚
い
寺
で
あ
り
ま
し

た
。
正
宗
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
の
数
多
く
の
文
化
財
（
絵
画
・
文
書
・

仏
像
等
）
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
佐
竹
氏
の
交

流
範
囲
の
広
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

歴
史
の
ま
ち
・
常
陸
太
田
に
は
先
人
た
ち
が
残
し
伝
え
て
き
た
数
多
く

の
文
化
財
が
あ
る
。
そ
の
数
は
国
指
定
４
件
、
県
指
定
43
件
、
市
指
定

91
件
、
国
登
録
14
件
に
の
ぼ
る
。

木造薬師如来坐像。宇治平等院鳳凰堂
の阿弥陀如来と同作といわれている。

正
宗
寺

文化財集中曝涼の際は、地元の下利員
町会や下利大成会の皆さんが手打ちそ
ばなどを振る舞いおもてなししている。

集中曝涼以前から、所蔵する文化財の
虫干しを行っていた正宗寺。毎年多く
の見学者が訪れる。

地場産物直売や軽食
の提供などがあるス
ポットも。地元の方と
のふれあいも楽しい。

西
光
寺
に
は
、
国
・
県
指
定
文
化
財
が
２

件
あ
り
ま
す
が
、
境
内
の
草
刈
・
整
備
な
ど

は
地
元
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
文
化
財
の

修
理
等
に
は
地
元
負
担
も
発
生
し
ま
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
先
人
が
守
り
抜
い
て
き

た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
の
で
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
将
来
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
有

効
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下利員町会長 
　須藤 保弘 さん
　　　　　（下利員町）

正宗寺総門（市指定文化財）。室町時
代の建築と伝えられている。
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ひたちおおたの  文化財見どころガイド
例年 10月に行う「集中曝

ばくりょう

涼」。今年も 10月 20 日土～ 21 日日に開催します。
問 文化課文化財係
　（☎ 72-3201）

＊ 「曝涼」とは、文化財を日にさらして風を
通す、いわゆる虫干しすることで、それに
あわせて文化財を一般公開します。

問 

文
化
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　 

推
進
室
（
内
線
５
４
１
）

８
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

の
３
日
間
、
二
孝
女
顕
彰
会
を

中
心
と
し
た
21
人
の
訪
問
団
が
、

臼う
す

杵き

市
の
二
孝
女
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
、
花
火
を
上
げ
て
の
大

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
市
長
表

敬
訪
問
、
き
っ
ち
ょ
む
史
談
会

と
の
交
流
な
ど
を
と
お
し
、
両

市
の
絆
を
一
層
深
め
ま
し
た
。

８
月
25
日
、
臼
杵
市
を
大

久
保
市
長
、
茅
根
前
市
議
会

議
長
が
訪
問
し
、
両
市
の
間

で
「
交
流
促
進
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。「
二
孝
女
」
が

取
り
持
つ
縁
を
も
と
に
、
文

化
、
教
育
、
観
光
分
野
で
の
交

流
や
災
害
時
の
相
互
支
援
協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

二
百
年
前
、約
千
二
百
㎞
を
旅
し
た
親
孝
行

姉
妹
が
い
た
…

お
阿
弥
陀
さ
ん
の
笑
顔
は
地
域
の
笑
顔

東金砂山の麓、山あいに点在する中染の集落を見渡せる小
高い丘の上に、阿弥陀堂があります。かつてここには立派な
お寺がありましたが、幕末の天

てんぐとう

狗党と諸
しょせいは

生派の争乱の際に起
きた中

なかそめがっせん

染合戦の際に焼けてしまい、現在は収蔵庫があるのみ
です。収蔵庫の中には鉄で造られた高さ 164.2 ㎝の等身大の
阿弥陀如来立像が静かに佇み、「中染のお阿弥陀さん」と呼
ばれて親しまれています。関東から東海を中心にみられる鉄
製の仏像は、木造の仏像に比べて数が極めて少なく、大変貴
重なものです。中染のお阿弥陀さんは、鉄

てつぶつ

仏特有の荒々しい
鋳
いはだ

肌を見せながらも、とても柔和な顔立ちの仏像で、かすかな
微笑みを浮かべた表情に魅了される方が後を絶ちません。な
お、自由にご覧になれる機会はこの集中曝涼の 2日間のみです。
茹で栗や蒸かし芋、ご飯を使ったおやきなど趣向をこらした
おもてなしでお客さまをお出迎えする地
元の方のお顔は、お阿弥陀さんの笑顔そ
のもの…この機会にぜひ地元の方々の温
かさに触れられてみてはいかがですか。

阿弥陀堂の境内の一角にあるお堂に

は、子孫繁栄や商売繁盛のご利益

で知られる「金
こんせい

精さま」が祀られて

います。実はここ中染の金精さま

は、今から約 4500年前の縄文時代
の大

だいせきぼう

石棒と呼ばれる石器です。

つゆちゃん・ときちゃん

  ―
  

阿
弥
陀
堂
（
中
染
町
）―

鋳造阿弥陀如来立像

中染阿弥陀堂

水府支所

北消防署

至里美地区阿弥陀堂

33

市
民
訪
問
団
が
臼
杵

市
で
大
歓
迎

臼
杵
市
と
交
流
促
進

協
定

協定書を手に握
手する大久保市
長と中野臼杵市
長。茅根前市議
会議長㊨と吉岡
臼杵市議会議長
㊧も署名した。

訪問団の皆さん。臼杵藩主
稲葉家下屋敷前にて

歓迎式で吉四六ばなしを披露
する川登小学校の児童
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県
で
は
、
農
業
担
い
手
の
確
保
・
育

成
や
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
に
活
躍

し
て
も
ら
う
農
業
者
の
方
々
を
、
農
業

経
営
士
・
女
性
農
業
士
・
青
年
農
業
士

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
７
月
23
日

に
水
戸
市
で
、
平
成
24
年
度
の
認
定
式

と
退
任
式
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は

次
の
４
人
の
方
々
に
、
橋
本
知
事
か
ら

感
謝
状
と
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

退
任　

農
業
経
営
士　

佐
藤
俊
之
さ
ん
（
里
川
町
、
畜
産
、
昭
和
61

年
認
定
）〔
写
真
中
央
〕
／
女
性
農
業
士　

吉
沢
三
枝
子
さ
ん
（
折
橋

町
、
施
設
野
菜
・
水
稲
、
平
成
３
年
認
定
）〔
写
真
右
端
〕

■ 
認
定　

農
業
経
営
士  

篠
原
徹
さ
ん（
谷
河
原
町
、普
通
作
）〔
写
真
左
端
〕

女
性
農
業
士
布
施
美
木
さ
ん
（
大
中
町
、露
地
野
菜
）〔
写
真
中
央
左
側
〕

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
に
感
謝
状
・
認
定
証

　

６
月
12
日
、
上
高
倉
町
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、
吉

成
信
一
さ
ん（
前
列
右
）、吉
成
照
子
さ
ん（
後
列
右
）、吉
成
晟
さ
ん（
前

列
左
）、
鈴
木
力
さ
ん
（
後
列
中
央
・
代
理
）、
吉
成
力
さ
ん
（
後
列

左
）
が
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
公

設
消
火
栓
か
ら
消
防
用
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、

延
焼
中
の
建
物
に
迅
速
的
確
な
消
火
活
動

を
実
施
。
隣
接
す
る
住
宅
へ
の
延
焼
阻
止

を
図
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

こ
の
功
績
に
対
し
消
防
本
部
か
ら
消
防
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

的
確
な
消
火
活
動
で
延
焼
を
防
ぐ

✿✿的確的確

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
、
市
議
会
議
長
の
要
職

に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
少
子
・
高
齢

化
や
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
課
題
の
中
で
、

第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
、

震
災
復
旧
・
復
興
計
画
等
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
副
議

長
共
々
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
は
、
市

議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
市
政
に
対

す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
・

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
後
藤
守
氏
、
副
議
長
に

川
又
照
雄
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
報
告
１
件
、
議
案

２
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
》

▼ 

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
…
台
風
４
号
等

に
よ
る
被
災
箇
所
の
復
旧
工
事

の
た
め
４
５
１
９
万
３
千
円
を

追
加

《
契
約
の
締
結
》

▼ 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約

…
株
式
会
社
モ
リ
タ
（
兵
庫
県

三
田
市
）
と
１
９
３
２
万
円
で

締
結

▼ 

市
立
世
矢
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
工
事
請
負
契
約
…
岡
部
・

梅
原
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
（
代
表 

岡
部
工
務
店
〈
日

立
市
〉）
と
２
億
１
８
４
０
万

円
で
締
結

議長
後藤　守 氏
【略歴】

議会運営委員会委員長
総務委員会副委員長
建設委員会委員長
予算特別委員会委員長
決算特別委員会副委員長
農業委員会会長
（市議 4期）

副議長
川又照雄 氏
【略歴】

議会運営委員会委員長

産業水道委員会委員長

予算特別委員会委員長

議員定数等調査特別委員

会副委員長

（市議 4期）

第
３
回 

　

市
議
会
臨
時
会

✿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

✿県で
は

県 地
域
地
域✿
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問 金砂ふるさと体験交流施設「かなさ笑楽校」（☎ 76-9899）

「かなさ笑
しょう

楽
が っ

校
こ う

」がオープン！金砂ふるさと体
験交流施設

自然体験や生活体験ができる宿泊施設として、

旧金砂小学校を改修した金砂ふるさと体験交流施

設「かなさ笑楽校」が 9月 1日オープンしました。
地域の方が指導員・案内人となって様々な体験

ができますので、ぜひご利用ください。

体験・交流しながら
心に残る思い出づ

くりを。

指導員となる地域の方と様々な体験が楽しめる !

宿泊料金（素泊まり）

地域食材を注文し、自炊を基本としています

◇体験メニュー

 そば打ち、青大豆豆腐作り、木工、竹細工工作、ハイキング、トレッ
キング、歴史探索などの常時体験、タケノコ掘り、常陸秋そば（種

まき～収穫）、天体観測などの季節体験メニューも豊富です。

◇ 宿泊室 9室、50人程度宿泊可能
　○ 大人 1泊 2,000円、小・中学生 1泊 1,000円
　　＊未就学児は無料です。
　　＊ パジャマ・洗面用具・タオルはご持参ください。

◇地域のお店から出前も可能です。

金砂ふるさと体験交流施設  愛称募集結果
○優秀賞　「かなさ笑楽校」　鈴木祐夫さん（上利員町）

　　たくさんのご応募ありがとうございました。

そば
打ち
体験

ハイキング

調理室

浴室

宿泊室

◇休館日　毎週火曜日、年末年始（12月 29日～１月 3日）　
◇使用時間　宿泊　午後 2時～翌午前 10時　日帰り　午前 9時～午後 9時　　※使用申請が必要です。

グラウンド・体育館を利用した合宿にも最適です
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「常陸太田市特産品」認証制度がスタート！

常陸太田市の優れた農林水産物や加工品等を「常陸太田市特産品」として認証する制度をスタ
ートします。品質に優れた魅力ある商品や歴史・風土・文化的背景のある常陸太田市ならでは
の商品など、皆さんご自慢の商品をさらに PRするチャンスです。

特産品の認証とは？ 認証されるとどうなるの？

市内で生産された農林水産物や加工品等につ

いて、「常陸太田市特産品推進協議会」の審査

を経て市の特産品として認証し、広く情報発

信していくという新しい取り組みです。

○ 常陸太田市特産品推進協議会から認証書を交
付します。

○ 商品に認証マークを貼付または表示すること
ができます。

○ 認証品として、生産拡大・販売促進の支援を
行います。

○ 広報ひたちおおたや市ホームページ、メディ
ア等による紹介・ＰＲを行います。

○ 各種イベントへの出展案内や市の魅力発信な
どシティプロモーション活動への参加協力。

■申請者　

　 農林水産物や加工品、工芸品等を生産・製造・販売している農業者・商工業者・団体・グルー
プなど。

■認証基準　
　（1）共通事項（農林水産物・加工品等のどちらにも該当）
　　　○常陸太田市の地域経済活性化につながる商品であること。

　　　○常陸太田市のイメージアップやＰＲになる個性・特長がある商品であること。

　　　○持続的または定期的に消費者に供給できる商品であること。

　　　○製造・加工・販売等が法令等を遵守して行われる商品であること。

　　　○品質に見合う価格が設定されていること。

　（2）個別事項 
　　①農林水産物　○市内で生産された農林水産物で、品質等に優れたもの。

　　　　　　　　　○歴史・風土・文化的背景等のあるもの。

　　②加工品等　　○市内で生産された農林水産物を使用して加工されたもの。

　                          　　○歴史・風土・文化的背景等のあるもの。
■申請期間　平成 24年 9月 20日木～ 10月 19日金　※土・日曜、祝日を除く
■ 申請方法　募集要項を参照の上、申請書を生産拡大・商品開発推進室（市役所本庁 2階）へ提出して
ください。募集要項は、生産拡大・商品開発推進室、各支所産業建設課で配布するほか、市のホームペー

ジからもダウンロードすることができます。

問 市特産品推進協議会事務局（生産拡大・商品開発推進室内／内線 661・662）

皆さんご自慢の商品を常陸太田市の特産品に

特産品の申請を募集します！

市特産品推進協議会とは？

この協議会は、平成 24年 8月 28日に設立さ
れ、『特産品の認証』『特産品の情報発信』『特

産品の生産・商品開発の推進』『販路拡大の支

援』などを行う組織です。
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「
太
田
ま
つ
り
」
が
８
月
14
・

15
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
14

日
は
、「
鯨
ヶ
丘
夏
舞
台
」
と
し

て
栄
町
〜
東
三
町
パ
レ
ー
ド
を
行

い
天
神
ば
や
し
や
市
民
み
こ
し
、

久
自
楽
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
15
日
に
は
、
山
吹
運
動

公
園
特
設
会
場
で
震
災
か
ら
2
年

ぶ
り
に
「
山
吹
夏
舞
台
」
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
盆
踊
り
や
市
民
盆
踊

り
・
久
自
楽
舞
・
み
な
サ
ン
バ
な

ど
が
行
わ
れ
多
く
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、４
月
に
市
の
歌「
空

が
あ
る
ま
ち
」
を
作
詞
・
作
曲
し

た
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
も
飛
び

入
り
参
加
し
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
や
会
場
全
員
で
市
の
歌
を
熱
唱

し
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
に
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

８
月
12
日
〜
15
日
、
竜
神
峡
灯

ろ
う
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
竜
神

大
吊
橋
や
対
岸
に
、
市
内
幼
稚
園

等
の
園
児
が
描
い
た
創
作
灯
ろ
う

５
０
０
基
と
１
０
０
本
の
竹
灯
り

が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
は
幻
想
的

な
風
景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

太
田
ま
つ
り

夏
の
思
い
出

①

②③

① 久自楽舞を踊る皆さん。市内保育園・幼稚園児
による盆踊りや「みなサンバ」も披露され、集まっ
た大勢の観客を楽しませた

② 天神ばやしのパレード。終盤には各団体が集まっ
て一斉に太鼓を打ち鳴らし、力強い迫力のある
演奏を披露した

③マシコタツロウさんと子どもたち
④ 威勢のいい掛け声が祭り会場を盛り上げた「鶴
龍会」の神輿

①

②

③

① 深い霧に包まれ、幻
想的な雰囲気の竜神
大吊橋

② 様々な絵が描かれた
灯ろうと、全国の風
鈴。涼しい音色は一
服の清涼剤

③ 大吊橋を渡った先に
ある「木精の鐘」。

竜
神
峡
灯
ろ
う
ま
つ
り

﹇
８
月
12
日
〜
15
日
﹈

﹇
８
月
14
日
・
15
日
﹈

④

〜
夏
祭
り
盛
大
に
〜
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里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
さ
れ
た
さ
と

み
夏
ま
つ
り
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や

里
美
太
鼓
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
和
牛
を
使
っ
た

カ
レ
ー
や
串
焼
き
、
野
菜
を

使
っ
た
キ
ュ
ー
ブ
ケ
ー
キ
な

ど
が
好
評
。
さ
ら
に
東
京
・

秋
葉
原
で
現
在
活
躍
中
の
ア

キ
バ
・
ア
イ
ド
ル
「
Ｄ
ｏ
ｋ

ｉ
Ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
☆
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
地
元
特
産

物
を
Ｐ
Ｒ
。
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 さ

と
み
夏
ま
つ
り

﹇
８
月
12
日
﹈

今年で 5回目を迎えた「久慈の杜 100㎞徒歩の旅」（㈳常陸太田青年会議所主催）が、8月 8日～ 12日の日程
で開催されました。この旅は、子どもたちが 100㎞の道のりを 5日間かけて歩きぬく中で「生きる力」と「郷
土愛」を育むために行われているもの。今回は小学校 4～ 6年生 83人、学生ボランティア 36人、社会人ボラ
ンティア 2人が参加しました。市役所を出発し、常陸大宮市、大子町の 2市１町を猛暑と戦いながら歩き抜い
た子どもたち。みんなの心に「絶対できる」の精神と「感謝」の心が育まれたことでしょう。

久慈の杜100㎞徒歩の旅
感謝・友情・自信…　かけがえのない 5日間

徒歩の旅の参加者からボランティアスタッフになった皆

さん。「スタッフの方に恩返しがしたい」「小 6のとき
1回しか参加できなかったけ
ど、ボランティアでは３回目」

「かっこいいスタッフの方に

憧れて」などと話してくれま

した。スタッフとして参加し

改めて裏方の苦労を理解でき、

たくさんの方に支えられてい

ることを実感したそうです。

〔写真右から〕竹内理絵さん
（高 1）、根本知明さん（高 1）、
阿部真樹さん（中 1）、磯﨑
徳磨さん（中 1）

個性あふれるステージショーアキバ・アイドル
が花を添えた

大勢の観客がつめかけた

地域おこし協力隊も活躍
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

今
月
は
高
貫
町

8月 18日、上高倉町の持
もち

方
かた

集落で 4年目の取
り組みとなる「持方わくわく自然夢学校 2012夏」
が開催されました。茨城キリスト教大学・太田一

高ボランティアを含め約 120人が参加。にほんの
里 100選に選ばれた持方の自然や歴史をテーマと
したオリエンテーリングを行い、クイズに答えな

がら、持方の地元住民と参加者との交流を図りま

した。参加した親子は、ボランティアからヒント

をもらいながら、難問を解きゴールを目指してい

ました。

昼食は、地域の方と一緒に流しそうめんやスイ

カ割りなどで交流し、親睦を深めました。

調査に協力してくれた
地元の皆さん

大学生・高校生のボランティア
も大勢参加

来月は高貫町の

「き」つながりで、

木崎一町さんに

お願いします。

たかぬき

きざきいち

紹介者　
高貫町
齋藤 貫司 さん

恒例行事となった夢学校

何が流れてくるのか
なぁ

どんなクイズがある
のかな？

問題。「馬力神」は、何のために
建てたのでしょうか？

調査を行った大学生。
初めて聞く料理名も
ありビックリ

東染町において、町会が主体となり地域に伝わ

る食文化の掘り起こしを行っています。まず最初

の取り組みとして 8月 5日と 20日に、地元の関
係者、茨城キリスト教大学、エコミュージアム活

動推進委員、地域おこし協力隊ら約 20人の協力
を得てヒアリングを実施し、東染に伝わる食文化

を調査しました。味噌、とうふ、こんにゃくをは

じめ季節の野菜や川魚、山菜などを加工した約

40品目が東染の皆さんからあがりました。今後は、
地元住民や学生ボランティアと協力しながら、料

理に使われている食材と調理方法を聞き取り、料

理を再現する予定です。

地域の食文化を調査、伝承へ

高貫町の西の方、前田地区にちょっと不
思議な奇石があります。地域の氏神様であ
る大石、雄石・雌石です。古老の話によると、
霊験あらたか、女人禁制などと恐れられて
いたそうですが確かではありません。大石
は高さが約 2メートル、幅約 4メートルほ
ど、前面は平らで昔八幡太郎義家が黄金の

太刀で切ったといわれています。あとの片方は少し離れて民家の脇にあ
ります。その石の前に「きんちゃく石」という小ぶりな石があり、重さ
が 20貫あります。昔、村の若者たちが集まり、その石を肩まで担ぎ上
げると力持ちだと賞賛され「力自慢」を競い合ったそうです。そのため
遠方に持ち去られたり、取り戻しに行ったという話があります。力自慢
の方は挑戦してみてください。

前田の大石



13

8 月から始まった「資源物・燃えないごみ」の無料回収。ごみを資源として再び利用するためには、正し
い分別が大切です。「これは何ごみ？」など、ふだんお問い合わせの多いものをピックアップしてみました。
あらためて確認してみましょう。 問 環境政策課環境企画係（内線 109・110）

健康でいこう
今月の市民健康スポーツデーは

9月26日水です

問 スポーツ振興課スポーツ振興係（山吹運動公園市
民体育館内）☎ 73‐0090／ FAX 73‐1230

個人、家族、グループなどで楽しんでカラダを
動かしましょう！

茅
根
町
睦
会
で
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

健康でいこう

　

睦
む
つ
み

会
の
役
員
会
で
「
睦
会

で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
な

い
の
で
、
地
域
の
親
睦
と
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
健
康
ス

ポ
ー
ツ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
新

し
く
行
っ
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
う
意
見
を

き
っ
か
け
に
、
旧
佐
都
小
学
校
を
会
場
に
し
て
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
と
市
の
保
健
師
さ
ん
に
よ
る
血
圧
測
定
と
健

康
管
理
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
の
た
め
、

勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
の
が
今
回
の

方
針
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
初
体
験
と
い
う
会
員
が
４
割

も
い
ま
し
た
が
、
和
や
か
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
を
行
お
う
と
す
る
方
に
は

『
ま
ず
、
や
っ
て
み
る

こ
と
』
を
お
勧
め
し

ま
す
。
最
初
は
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、

や
っ
て
み
る
と
楽
し

い
も
の
で
、
初
め
て

行
っ
た
こ
の
大
会
も

会
員
の
親
睦
と
健
康

づ
く
り
に
大
い
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

＊ 午後 3時から 7時まで、旧瑞竜小学校体育館で体力測定を行い
ます。自分の体力年齢を知るためにも、ぜひご参加ください。

参加者のさわやかな笑顔

めざせホールインワン！

　　地域で運動・スポーツを楽しんでいるみ
なさん、紙面で活動をアピールしませんか？
スポーツ振興課までご連絡ください。取材に
お伺いいたします。

茅
根
町
睦
会 

代
表　

江
幡 

一
郎
さ
ん

缶とペットボトルは
つぶして出すの？

白色トレイと発泡ス
チロールについて

ビンのふたや缶詰の
ふたの分類は？

農薬ビンの出し方
は？

中身を使い切り、水洗いし、つぶして出してください。
なお、スチール缶や材質の硬いペットボトルなど、つぶせないものは、
そのまま出してください。

「白色トレイ」と「発泡スチロール」は、リサイクルマーク　　と　　が

出すことができます。発砲スチロールは色つきでも出すことができます

が、土などで汚れたものは、「燃やすごみ」で出してください。※各戸配
布した『家庭ごみの分け方・出し方一覧表』の中では「白色トレイ・発泡スチロール」
はリサイクルマーク　　　に限定していましたが、上記のとおり訂正します。

ビンのふたは、プラスチックなら「燃やすごみ」、金属なら「その他の金
属」。缶詰のふたは、本体と一体的なので、「アルミ缶・スチール缶」です。

農薬ビンは、水洗いを 3回以上繰り返してから「その他の燃えないごみ」
で出してください。なお、劇薬のビン（身分証明書などを提示して購

入したもの）は、専門の処理業者に依頼してください。

 Check!!
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農
業
の
チ
カ
ラ

晴
天
が
続
い
て
い
る
お
か
げ
で
早
稲
の
米

は
も
う
収
穫
が
可
能
で
、
今
年
も
米
の
作
柄

は
と
て
も
良
い
で
す
。
水
稲
部
会
員
は
現
在

25
人
で
、
食
の
安
全
・
安
心
が
叫
ば
れ
「
顔

の
見
え
る
お
米
」
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、

Ｊ
Ａ 

茨
城
み
ず
ほ
と
契
約
栽
培
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
品
質
管
理
の

も
と
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
種

子
の
温
湯
消
毒
、
減
農
薬
で
環
境
に
優
し
い
米
作

り
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
地
間
の
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
た

め
に
も
常
陸
太
田
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て

Ｊ
Ａ 

茨
城
み
ず
ほ
ブ
ラ
ン
ド
米
「
み
ず
ほ
ち
ゃ
ん
」

の
生
産
・
販
売
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

米作りについて語る
磯野さん

さ
ら
に
お
い
し
い
米
づ
く
り
を

目
指
し
て

食
を
支
え
る
農
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

お
い
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
『
み
ず

ほ
ち
ゃ
ん
』

磯
野 

武
紀
さ
ん

（
小
目
町
）

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！  

西
河
内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

西
河
内
町
に
は
、
女
性
22
人

で
組
織
し
て
い
る
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
（
菊
池
則
子
会
長
）
が
あ

り
ま
す
。

西
河
内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は

昭
和
57
年
４
月
に
県
内
で
15
番

目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
て

以
来
、
30
年
の
長
き
に
わ
た
り

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

発
足
当
初
は
、
西
河
内
町
で

工
場
を
営
ん
で
い
た
５
事
業
所

29
人
で
「
職
場
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
活
動
を
始
め
、
翌

年
に
は
、
西
河
内
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
員
が
加
わ
り
、
総
勢

問 消防本部消防課予防係
　（☎ 73-0119） 実際のホースを使った訓練

防火クラブの皆さん

46
人
の
「
西
河
内
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
」
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
消
防

出
初
式
へ
の
参
加
、
防
火
防
災

研
修
お
よ
び
普
通
救
命
講
習
会

の
受
講
の
ほ
か
、
町
内
の
お
祭

り
へ
の
参
加
や
除
草
作
業
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
春
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
で
は
、
町
内
を
昔

な
が
ら
の
拍
子
木
の
音
に
合
わ

せ
威
勢
の
よ
い
声
で
、
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
は
、
長
年
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
日
本
消
防

協
会
よ
り
優
良
婦
人
消
防
隊
と

し
て
表
彰
さ
れ
表
彰
旗
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
私
た
ち
の
地
域
か

ら
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

ク
ラ
ブ
員
一
同
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
活
動
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

消火器訓練

米
は
食
べ
物
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、

慣
習
や
儀
礼
の
中
に
今
で
も
深
い
か
か
わ
り

を
も
ち
、
本
市
に
も
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

る
民
俗
文
化
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
市
は
古
く
か
ら
浅
川
・
山
田
川
・
里

川
と
い
っ
た
清
流
が
流
れ
る
良
質
米
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
Ｊ
Ａ
茨

城
み
ず
ほ
常
陸
太
田
地
区
水
稲
生
産
部
会
の

磯
野
部
会
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
の
農
地
の
集
約
化
・
大
規
模
化
を

目
指
し
た
と
き
に
収
穫
時
期
が
重
な
ら
な
い
よ
う

コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外
の
ブ
ラ
ン
ド
米
の
開
発
も
重
要

で
、
部
会
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
、
研
究
や

新
品
種
の
導
入
な
ど
を
試
み
て
い
ま
す
。
部
会
員

一
同
、
お
い
し
く
安
全
・
安
心
な
お
米
を
お
客
様

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
現
地
講
習
や
県
外
視
察
、

来
年
度
へ
の
生
産
検

討
会
を
行
う
な
ど
、

日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
常
陸
太
田

の
お
い
し
い
お
米
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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「地域おこし協力隊」は、平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に住
民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域協力活動をしていきます。　
ルリエのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/　※「ルリエ」は、フランス語で「つなぐ・むすぶ」という意味

とても元気な里美地区の上深荻大菅町会が、8月 12日（日）に親子
を対象としたオリエンテーリング、『WAO!!夏の大冒険』を開催！地区
内外から 15組の親子が集まりました！
エコミュージアム活動で見つけた地域資源を巡ってクイズに答えてい

く、地域を舞台にした大冒険（^^）。各ポイントに地域の方が待っていて、
子どもたちは楽しそうにクイズの答えを考えていました。

ゴールのあとには流しそうめんやお母さんたちの手作り塩むすび、ス

イカ割りなど楽しみがいっぱい (*^_^*)。流しそうめんの流し台、お箸、
器も地域の方の手作りです！！参加者と地域の方が笑顔で交流し、地域

のお宝も伝えることができました。

私たちルリエは、事前の打ち合わせからクイズやチラシの作成、当日

参加した茨城大学生のコーディネートなどで協力しました。｢団結力が

この町会の誇り ｣と語る町会長さん。地域の人が自分の住む場所に誇り

を持っているからこそ、このような活動に結びついたんですね。このよ

うなイベントが、いろいろな地域で行われるといいなと思っています☆

新潟県十日町市で行われている、まち全体をアートにした「大地の芸

術祭　越後妻
つま　り
有アートトリエンナーレ 2012」の視察に金砂地区の住民の

方々と行ってきました。その視察で学んだことをこれからどのように金砂

ふるさと体験交流施設に活かせるのかを話し合うため勉強会を開きました。

私たちは①住民主体の取り組み②施設を拠点として地域全体の活用③金

砂地区独自の他にはない取り組み。この 3つを提案し、地域の方々から「そ
ば打ちだけでなく、常陸太田名物のけんちん汁も一緒に体験メニューにし

てはどうか」などの様々な意見をいただ

きました。今後も勉強会を続け、金砂地

区の伝統文化等の資源を十分に活かした

体験メニューを地域の方々と一緒に考え、

活動していきます☆

大菅鉱泉の源泉の成分を調
べるクイズに挑戦

  白石 百合乃
【金砂郷地区】

私たちが地域
おこし協力隊
です！
【  】は主な活
動場所

笹川 貴吏子
【里美地区】  長島 由佳

【里美地区】

 石川 明紗
【里美地区】    野嵜 真衣

【金砂郷地区】

すべて手作りの流しそう
めん。味も格別

～上深荻大菅町会の新イベントに協力 ～

金砂地区の町会長さん、
公民館長さんと協議中

トリエンナーレで廃校を使った
アートの説明を受ける

旧金砂小を改修した金砂
ふるさと体験交流施設「か
なさ笑楽校」
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復
活
し
た
『
幻
の
窯
』

町
田
焼

町田焼研究会
会長

後藤  進 さん
　　　　（町田町）

磁土の扱いは難しいですが、

研究が進み製品としての完成

度を高めています。

地元で採れた原料で焼き物が

できるのは素晴らしいことな

ので、今後も復興や普及を進

めていきたいですね。

研究会には誰でも参加できま

すが、「町田」という町名が

付いているせいか会員がなか

なか増えないのが悩みの種で

す。

江
戸
時
代
の
末
期
、
水
戸
藩
が
地
域
特

産
品
開
発
の
た
め
、
町
田
に
造
っ
た
登
り

窯
で
焼
か
れ
た
焼
き
物
が
町
田
焼
で
す
。

窯
跡
近
く
の
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
白
い
岩

を
砕
い
て
練
っ
た
磁
土
を
使
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
主
に
湯
飲
み
や
茶
碗
、ひ
ょ

う
そ
く
（
油
を
入
れ
明
か
り
を
灯
す
容
器
）

な
ど
の
普
段
使
い
の
器
を
作
っ
て
い
た
こ

と
が
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
市
の
指
定
史
跡
と
な
り
、
町

田
焼
研
究
会
が
発
足
。
現
在
は
会
員
10
人

ほ
ど
で
町
田
焼
の
復
興
や
研
究
活
動
、
ま

た
、
小
学
校
の
体
験
学
習
や
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
町
田
焼
の
指
導

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町田焼窯跡（市指定史
跡）。八室からなる連房
式の登り窯

M
achida - porcelain

○
後
納
制
度
と
は

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得
な
ど
の

届
出
忘
れ
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
資
格
期

間
が
な
い
場
合
（
保
険
料
納
付
や
免
除
等

の
合
計
が
25
年
〈
３
０
０
月
〉
未
満
の
場
合
）

に
は
、
将
来
の
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
を
延
長
す
る
の
が
後
納
制
度
で
す
。

○
納
付
で
き
る
期
間
は
過
去
10
年
に

10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
過
去
２
年

か
ら
過
去
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
14
年
10
月
分
以
降

の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＊ 

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は

後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
事

前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
審
査
の

結
果
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
後
納
制
度
は
３
年
間

後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
の
は
、
平

成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
水
戸
北
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
（
☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐

２
３
８
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

期
間
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

0570‐011‐050
　一般の固定電話からは
市内通話料金でご利用い

ただけます。一般の固定

電話以外（携帯電話等）

からは通常の通話料金が

かかります。

　050（一部）、070の電
話からかける場合は 03‐
6731‐2015へ。通常の
通話料金がかかります。

＊ 月～金曜日　午前８時
30分～午後 5時 15分 
　※ 月曜日（月曜日が休
日の場合は火曜日）

は午後７時まで

＊ 第２土曜日　午前 9時
30分～午後 4時 

【祝日、年末年始を除く】

『国民年金保険料
　　専用ダイヤル』 

国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117 ･ 118）

町田焼研究会の皆さん
が指導
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地域包括支援センターをご利用ください
市地域包括支援センターは、高齢者の心身の健康の保持および生活の安定のため
に、様々な相談・支援を行っていますので、お気軽にご利用ください。

民生委員・児童委員／在宅介護支
援センター／介護サービス事業者
／ケアマネジャー／医療機関／ボ
ランティア団体

常陸太田市地域包括支援センター 地域資源のネットワーク

高齢者（家族）

認知症でお困りの家族等の方へ
　市内の認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）では、
認知症の方や認知症の方を介護しているご家族の方が、気軽に相
談できる相談窓口を設置しています。お近くの施設へご相談くだ
さい。※相談無料です。

利用者（家族）・
地域の住民

相談窓口

市・事業所

相談内容
・最近物忘れが多い

・ 今までできていたこと
ができなくなった

・ 近所の一人暮らし高齢
者が徘徊して心配だ

　　　　　・・・など

相談・今後の検討／
必要に応じた支援／
行政機関への連絡や
各種事業所の紹介

事業所から連絡のあっ
た内容について支援

◎常陸太田・金砂郷地区　
　本所　（市総合福祉会館内）☎ 72-8881
◎水府・里美地区
　支所　（市役所水府支所内）☎ 70-5678

☆ 地域包括支援センター以外でも高齢者の相談支援を行う
在宅介護支援センターがありますので、ご利用ください。

　　【常陸太田地区】　くじらヶ丘　　☎ 70-2616
　　【金砂郷地区】　　松栄荘　　　　☎ 76-2723
　　【水府地区】　　　誠信園　　　　☎ 85-1970
　　【里美地区】　　　えみの里　　　☎ 70-7151

【常陸太田地区】
　グループホーム梨花園　　☎ 74-4578
　グループホーム来夢おおた☎ 80-6549
　グループホーム和み　　　☎ 70-0753
　ひたちの森スマイルハウス太田
　　　　　　　　　　☎ 80-2230
【金砂郷地区】
　グループホームひだまりの家
　　　　　　　　　　☎ 76-0930
　グループホーム花あかりの家
　　　　　　　　　　☎ 76-0822
【水府地区】
　グループホーム和み水府　☎ 70-5753
【里美地区】
　グループホームすぎの木　☎ 82-2800

相談

支援

支援

連絡

相談窓口 〔 受付は平日のみで、午前
9時～午後 5時まで〕

連
携

地域包括支援センター

見守り支援

保健師

社会福祉士

主任ケアマネジャー専門職が連携

適切な支援様々な相談
・ケアプランの作成

・ 虐待や消費者被害の防止等

問 高齢福祉課（☎内線
154）
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毎
月
第
３
日
曜
日
は

家
庭
の
日

楽
し
い
ね  

家
族
エ
コ
だ
よ  

か
や
の
中

﹇ 

小
学
５
・
６
年
生
の
部
﹈

久
米
小
５
年
（
受
賞
時
）

矢
部  

英
人

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日

推
進
募
集
標
語　

優
良
賞

✿
✿

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
（
平
成
24
年
７
月
31
日
〜
８
月
27

日
受
入
分　

順
不
同
）

　
〈
団
体
・
法
人
〉

　
　

 

公
益
財
団
法
人 

日
本
民
謡
協
会
常
陸
太
田
民
謡
楽
鵬
会 

様　

２
万
４
３
３
円
／
中
野
区
宝
仙
寺
前
通
商
店
会 

様　

３
万
円
／
野
津
白
寿
大
学 

様　

５
万
５
５
０
０
円
／
匿
名

の
方
１
件　

50
万
円

　

義
援
金
累
計　

　
　

９
８
２
０
万
９
７
５
８
円

◇ 

善
意
あ
り
が
と
う

　

 

常
陸
太
田
市
建
築
組
合 

様
＝
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
15
万
５
９
２
８
円

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
は
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
事
例
】

パ
ソ
コ
ン
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
、「
あ
な

た
に
１
２
０
０
万
円
を
投
資
し

た
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
そ
の
人
を
信
じ
て
何
十
回
も

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る

う
ち
に
、
ポ
イ
ン
ト
代
と
し
て

１
０
０
万
円
も
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。
相
手
と
会
う
約
束
を
何
回
も

し
て
い
る
が
一
度
も
会
え
ず
に
い

る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

「
お
金
を
あ
げ
た
い
」
な
ど
と

い
っ
た
メ
ー
ル
を
受
け
、
や
り
取

り
を
し
て
い
る
う
ち
に
高
額
の
利

用
料
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
「
お
金
を
あ
げ
る
」

は
ウ
ソ
！

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
で
は
、
ポ

イ
ン
ト
を
購
入
し
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
サ
イ
ト
内
で
メ
ー
ル

を
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
手
は
、
お
金
を
渡
す
た
め
等

色
々
な
口
実
で
メ
ー
ル
を
続
け
る

よ
う
に
促
す
の
で
、
気
が
つ
い
た

時
に
は
多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

メ
ー
ル
の
相
手
が
出
会
い
系
サ

イ
ト
の
「
サ
ク
ラ
」
の
可
能
性
が

高
い
の
で
す
が
、
証
明
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
お
金
を
取
り
戻
す
こ

と
は
困
難
で
す
。
う
ま
い
話
に
は

注
意
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
見
知
ら
ぬ

相
手
を
簡
単
に
信
用
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70

‐
１
３
２
２
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

市
民
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
﹇
７
月
28

日
／
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
﹈

①
近
藤
友
秀
②
大
内
庸
臣
③
小
林

春
行
④
澤
畠
恵
寿
⑤
後
藤
二
三
夫

⑥
海
野
友
之
⑦
藤
義
昭

＊ 

来
年
は
９
月
の
第
１
土
曜
日
に

開
催
予
定
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問 

都
市
計
画
課
（
☎
内
線
２
３
２
）

◇ 

表
示
場
所
や
大
き
さ
な
ど
の
規
制
が
あ
り
ま
す

　

 　

信
号
機
の
付
近
な
ど

の
「
禁
止
地
域
」
お
よ

び
街
路
樹
、
道
路
標
識
、

電
柱
な
ど
の
「
禁
止
物

件
」
は
、
原
則
と
し
て

広
告
物
を
表
示
で
き
ま

せ
ん
。

◇ 

種
類
ご
と
に
許
可
期
間

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

 　

許
可
期
間
の
終
了
後

も
引
き
続
き
表
示
す
る

た
め
に
は
、
更
新
許
可

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
ち
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
屋
外
広
告
物
（
※
）」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
広
告
物
を
表
示
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村

長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
」

と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の
た
め
に
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す

る
と
き
は
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆

に
表
示
さ
れ
る
広
告
物
の
こ
と
で
、
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札

の
ほ
か
、
広
告
板
、
建
物
な
ど
に
掲
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
い
い
ま
す
。

ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は
許
可

が
必
要
で
す

m
y tow

n new
s 

ま
ち
の
話
題

８
月
19
日
、
下
宮
河
内
町
の
浅

川
で
、第
１
回
リ
バ
ー
ス
ミ
ス（
川

の
番
人
）
の
学
校
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
下
宮
河
内
町
の
皆
さ
ん
、

東
京
大
学
の
学
生
、
常
陸
太
田
Ｊ

Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
校
式
を
行
っ
た
後
、
浅

川
に
移
動
し
、
炎
天
下
の
中
、
川

の
ご
み
拾
い
や
水
質
検
査
、
環
境

指
標
生
物
の
採
取
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
竹
ほ
う
き
を
使
っ
て
川

の
中
の
ノ
ロ
を
除
去
し
、
地
元
の

竹
炭
を
網
に
入
れ
て
川
に
投
入
す

る
な
ど
、
水
の
浄
化
作
業
を
行
い

ま
し
た
。終
了
後
、参
加
し
た
方
々

で
冷
た
い
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

リ
バ
ー
ス
ミ
ス
（
川
の
番
人
）

の
学
校
は
、
東
京
大
学
大
学
院
の

中
川
聰
教
授
の
指
導
の
下
、
地
域

住
民
の
方
や
東
京
大
学
の
学
生
な

ど
を
対
象
に
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
の

延
長
線
上
で
環
境
教
育
を
教
え
ら

れ
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
で
す
。

今
後
、
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交

流
施
設
「
か
な
さ
笑
楽
校
」
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

作業終了。参加した皆さんでパチリ 竹ほうきで川底のノロを除去
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8月 25・26日、白羽スポーツ広場で第 6回東日本ジョ
イフル・スローピッチソフトボール大会が行われ、北

は秋田県から南は静岡県までの 21チームが熱戦を繰
り広げました。本市からは世矢クラブが茨城県代表と

して出場。男子の部第 2部で見事優勝を果たしました。
また、会場内には、旬の味を味わってもらおうと巨峰

の試食ブースが設けられ、多くの選手や大会関係者ら

が常陸太田のおいしい味覚を堪能していました。

まちの話題 my town news 

8月 19日、パルティホールの野外ステージで「サマー
ふれあいコンサート＆ぶどう・梨まつり」が開催され

ました。今年は市民吹奏楽団の素晴らしい演奏のほか

に、ＪＡ茨城みずほのぶどう部会・梨部会により常陸

太田の主力果樹であるぶどう・梨のＰＲが行われまし

た。今年のポスターのコピーは「常陸太田の味力（み

りょく）全開！」今

年もおいしいぶどう・

梨を来場したお客様

に試食や販売・チラ

シなどでアピールし

ました。

8月 25日、常陸太田駅夏物語 2012が常陸太田駅前
イベント広場で行われました。このイベントは昨年に

続き 2回目。会場には多くの親子連れや地元町会の皆
さんなどが集まり、ステージでは太田中吹奏楽部の演

奏をはじめジャスバンドやブラジルサンバ、アキバオ

ンステージなどで盛り上がりました。おいしい屋台も

ずらりと並び、参加した皆さんは満足した様子でした。

太田中吹奏楽部の皆さん

優勝した世矢クラブの皆さん

8月 18日、市民環境会議主催で「夏の星空観察会」が、
大里ふれあい広場野球場で行われました。市内の小学

生と保護者など約 50人が参加
し、大気環境学習と星空の観察

をしました。講師は金砂郷天文

同好会の皆さん。あいにくの曇

り空で、月や惑星は見えません

でしたが、星空についての勉強

ができた子どもたちは、宇宙へ

の関心を深めていました。
何が見えるかな？

赤土町で 8月 4日、常陸秋そばの郷まもりたい（海
老根信夫代表）が募集した「農作業応援志隊（おうえ

んしたい）」80人によるそばの種まきが行われました。
この日は、夏の太陽がじりじりと容赦なく照り付ける

暑さでしたが、集まった

方たちは汗を流しながら

も「今から収穫が楽しみ」

と笑顔で作業をこなして

いました。お昼はおいし

い手打ちそばで疲れを癒

しました。

ぶどう・梨は根強い人気

８月 19日、大中町会の主催で根岸のため池夏まつ
りが行われました。市民提案型まちづくり事業で根岸

のため池周辺の整備と地域住民の憩いの場の環境整備

として採択されたもので、まつりは今回初めての試み

となりました。尺八

や太鼓の演奏・フラ

ダンスなどが披露さ

れ、野点で冷たい抹

茶が振る舞われるな

ど地元の方たちは手

作りのまつりを楽しみ

ました。

池の向こう側にステージが
セットされた

種をまき足で土をかけ
る参加者

巨峰は選手にも
大人気

多くのお客さんで賑わった
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8月 18日、すいふ保育園で夏まつりが行われました。
お神輿を担いだり、盆踊りを踊ったり、輪投げや水風

船つりで遊んで、おいしいものをお腹いっぱい食べて、

最後は花火で盛り上がり夏の

一日を楽しみました。

きれいな花火だね

8月 25日、市観光物産協会の主催で行われた「夏
休み親子体験バスツアー in常陸太田」。親子で一緒に
自然体験をして夏休みの思い出を作ろうという企画

で、市外から 19組 46人の親
子連れが参加しました。体験メ

ニューは、「町田焼陶芸体験」、

竜神大吊橋で石釜による「ピザ

焼き体験」、さらに観光梨園に

て「梨狩り体験（お土産付き）」

と盛りだくさんな内容。参加し

た皆さんは、魅力一杯の常陸太

田で夏の 1日を満喫していまし
た。

町田焼うまく作れた
かな？

8月 21日、市内の小学生 41人が参加し、市消防本
部で少年消防クラブ員防災リーダー研修が行われまし

た。この研修では、防災等について知識や技術を習得

し、将来地域防災を担う防災リーダーになるために消

火器の扱い方、地震体験や応急手当の講習などを受け

ました。また、小学生たちはロープ結索リレー大会な

どを行い、訓練で習ったことを応用して競い合いまし

た。

誰が早くロープを結べるかな

8月 18・19日、幸久小で「キャンドルナイト・学
校へ泊まろう（同小 PTA、青少年健全育成幸久地区推
進委員会、幸久公民館、チーム幸久主催）」が行われ

ました。夏休み恒例となった学校宿泊体験イベントも

今年で 5回目。児童・保護者ら約 200人が参加しました。
子どもたちは 1年生か
ら 6年生の縦割班ごと
にキャンドルを並べた

り、体育館でダンボー

ルハウスづくりを行い

ました。楽しい夏休み

の思い出になったこと

でしょう。

約 1000本のろうそくで
金環日食の様子を表現

消火訓練。それ急げ！

大きな魚が釣れた
よー

ぶどう狩りシーズンを目前に控えた 8月 26日、Ｊ
Ａ茨城みずほ常陸太田ぶどう部会（本多技研部会長）

が太田進徳幼稚園児を招待して、市内のぶどう園６カ

所で親子ぶどう狩りが行われました。

ぶどう園の方からおいしいぶどうの見分け方を教え

てもらうと、園児たちは「こっちのぶどうがいい！」「大

きいのがあった」などと言いながら親子で協力して巨

峰を収穫。自分の顔より大きいぶどうの房に歓声をあ

げていました。

パパしっかりおさえ
ててね

ぼくのほうが大
きいよ
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市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

スタート
賀美小

小菅コミュニ
ティセンター

里美郵便局

小菅町

里川

豊田天功
の胸像

小菅郷校跡地

高宮神社

陣場地区

不動尊の滝

①

③

④

⑤

道の駅さとみ⑥

②

里美郵便局

とよだてんこう

天功は「大日本史」編
さんに携わった水戸藩
を代表する学者。長子
の小太郎の妻芙雄（ふ
ゆ）は日本人初の幼稚
園保母となり、長く女
子教育に携わったこと
でも有名

① 豊田天功の胸像

文武館とも呼ば
れ、周囲を土塁
で囲まれ練兵場
や矢場の跡の地
形も良く見てと
れる。

④ 小菅郷校跡地

たかみや

那須与一の絵が掛け
られている。

② 高宮神社
じんば

美術家クリストが
1340本の青い傘を
里野宮からここ陣
場まで立てた。一
本の傘の大きさは
高さ 6 メートル、
直径約 8.7メートル
という巨大なもの
だった。

③ 陣場地区

「道の駅さとみ」から
道路反対に見える鳥居
が目印。樹木に隠れて
見えにくいが道路から
近い。意外と高くから
流れ落ちていてひん
やりとした雰囲気があ
る。

⑤ 不動尊の滝 市内の特産物や
野菜なども販売
していて食事も
できる。

⑥ 道の駅さとみ

こすげごうこうあとち
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太田一高 JRC部は、現在部員 20人で、市内の高齢者施
設での介護の手伝い、また市や町会のイベントなどでの

ボランティア活動などを行っています。それらの日頃の

地域活動が評価され、7月 30日から 8月 1日に宮城県仙
台市で行われた全国 41校 85人が集まる「ハイスクール
サミットｉｎ東北」に、県の代表として参加してきました。

このハイスクールサミットは、「活力ある地域づくり」

を大人と一緒に考えていくことを目的とし、今年は、昨

年の東日本大震災をテーマに「愛するふるさとの復興」「被

災地への想い」などについて 3日間かけて議論しました。
このサミットに参加した、JRC部の神長優貴さんと鈴
木祐大さんは、震災を機に「多くの人がボランティアに

励む姿を見て、人のために何かしたい」と思い JRC部に
入部。サミットでは、震災にあった体験や震災の現状な

どを全国から集まった同世代に伝えました。また 2人は、
津波被害を受けた地区を訪れ被災地の現状を見たあと「大

震災の伝承と備え」というテーマについて自分たちの考

えをまとめ、宮城県知

事など多くの行政関係

者や一般の方が見守る

中、意見を発表し政府

へのビデオメッセージ

を作成しました。今後

は、「自分たちが被災地

に行った経験を全国に

発信し、地域に役立てるような活動をしていきたい」と

語ってくれました。

★ 「広報ひたちおおた」では、ボランティアに取り組ん
でいる方や団体を応援し、毎月ご紹介していきます！
　問情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

ボランティア

　がんばって
ます！

震災復興への思いを全国に主張

「太田一高Ｊ
ＲＣ部」

第 6回

神長さん㊨と鈴木さん㊧

怖いおばけにしちゃおうって、一生懸命考えた衣装で
変身したら・・・キャー！！自分たちがびっくりしち
ゃった。お友達のみんな、怖がらせてごめんね！

年長さん（きりん組あおぞらグループ）

くん ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん ちゃん

くんくん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん
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表紙に

よせて

広報広聴係でアルバイト中の
カワセミの「こーたん」

10月から交流センターふじに『子育て広場』がオープン

金砂郷地区の交流センターふじに、子育て中の親子がくつろいだ雰

囲気の中で自由に過ごし、楽しく交流できる「子育て広場」がオー

プンします。

水府保健センター（第 2・第 4金曜日）、里美保健センター（第 1・
第 3木曜日）での開催とあわせ、どうぞご利用ください。
◇とき　　平成 24年 10月～　毎月第 2・第 4水曜日
　　　　　午前 10時～正午　　＊祝日は休み
◇ところ　交流センターふじ　2階　生活実習室（和室）
◇対象　　子育て中の保護者の方やお子さん

◇内容　　 お子さんの室内遊び、ママさん同士の交流・情報交換な
ど

◇参加料　無料

　＊申し込みは不要です。

親子体験バスツアーで行われた町田焼陶芸体験のひとコマ（町田焼は本紙 16Pでも紹介）。地元・町田町で採取した磁土
を使い、町田焼研究会の皆さんが復興・普及を図っています。さあ、真剣な眼差しの中でいったい何ができるかな？

気軽に来れる場
所ですボランティアさん

の声

問子ども福祉課子ども家庭係（内線 161）

さん

自分たちが子育てをしてい
るときには、このような場
所はありませんでしたね。
子育て広場の良いところ
は、都合にあわせて好きな
ときに参加できること。ま
た、お子さんやお母さんの
交流も楽しそうですね。気
軽に遊びに来てもらえれば
と思っています。

～　第 2・第 4水曜日です！　～

さん
（東染町）

谷田部 輝子 相原 早苗
（山下町）

他の地域でも好評開催中！
会場 開催期日
水府保健
センター 第 2・第 4金曜日

里美保健
センター 第 1・第 3木曜日


